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センター通信 ２０２０年 夏号      

                     

静岡キリスト教盲人伝道センター ２０２０年７月２０日発行 

*  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *   *  *  *  *   

巻頭メッセージ  

センター理事 島袋正直（改革派・静岡教会長老） 

 

“ラッパ奏者と詠唱者は声を合わせて主を讃美し、ほめたたえた。そして、ラッパ、 

シンバルなどの楽器と共に声を張り上げ、「主は恵み深く、その慈しみはとこしえに」

と主を讃美すると、雲が神殿、主の神殿に満ちた。” （歴代誌下５章１３節） 

 

 2020 年度センター通信夏号をお届けできますことを嬉しく思います。 

皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。 

 いつもセンターの働きのためにお祈りに覚えてくださり誠にありがとうございます。

センターも新型コロナウイルスの影響で、大切な行事がこの半年ほとんど出来ない状態

でした。これからは行事も徐々に始められることを願っています。ただ、新型コロナウ

イルスも第 2波、第 3波があるかもしれないと聞かされると、心配でなりません。早い

終息を祈っているところです。 

 私も、日曜日は教会の礼拝を守り、平日は買い物以外どこにも出かけず、センターの

デイジー編集を少しばかりお手伝いをしています。また朝 6時にＮＨＫ－ＦＭで流れて

くるバロック音楽を聴きながら聖書を読む「お祈りの時」を日課としています。 

今、歴代誌下の 5章 13 節を取り上げましたが、これは神殿礼拝で音楽の奉仕をされ

る祭司たちで、楽器を奏で、声高らかに讃美をささげる人たちです。旧約の時代の讃美

はどんな旋律だったのか、そこに興味が注がれます。しかも、それは口伝によって今日

まで歌い継がれているという方々もいるようです。それが本当なら一度聞いてみたいも

のですね。 

それでは皆様、新型コロナウイルスの感染に気を行けて、一番暑い時期なので熱中

症にも気をつけてお過ごしください。主の御守りと祝福をお祈りいたします。 

 

 

夏季休館日：８月８日（土）～１６日（日）まで 
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製作図書案内 （2020 年 3 月～6 月）      

新音訳デイジー図書 

  タイトル 著者名 出版者 出版年 巻数 総時間数 

1 
神の祝福をあなたに。 

歌舞伎町の裏からゴッドブレス！ 
関野和寛 

日本ｷﾘｽﾄ教団 

出版局 
2019 全1巻 1 時間 53 分 

2 
教会に生きる喜び 

牧師と信徒のための教会論入門 
朝岡勝 教文館 2018 全1巻 7 時間 17 分 

3 障害を語る役目 
田中邦夫，  

田中千恵子 
聖恵の道委員会 2017 全1巻 3 時間 20 分 

4 

マイノリティの人権を護る 

靖国訴訟・指紋押なつ拒否訴訟・ 

ＢＣ級戦犯者訴訟を中心として 

今村嗣夫 明石書店 2019 全1巻 5 時間 30 分 

5 ヤベツの祈り ２ 平野耕一 プリズム社 2002 全1巻 3 時間 56 分 

 

遡及デイジー図書（カセットテープからの取り込み編集）・・・5 タイトル 

デイジー図書資料（原本なし等の簡易版編集）・・・26 タイトル 

 

テキストデイジー 

1 打ち捨てられた者の「憲法」 齋藤小百合 いのちのことば社 2019 

2 
「キリストさん」が拓く新たな宣教 

災害大国日本に生きる教会と共に 
横田法路 いのちのことば社 2019 

3 
自然エネルギーが地球を救う 

脱原発への現実的シナリオ 
牛山 泉 

いのちのことば社 

ﾌｫﾚｽﾄﾌﾞｯｸｽ 
2019 

4 ペンテコステの祝福 ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ・ﾏｰﾚｰ いのちのことば社 1977 
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ラディカルな信仰者への旅 

イエスの生き方にならう 
ｴﾄﾞﾓﾝﾄ・ﾁｬﾝ いのちのことば社 2019 

 

点訳図書 

  タイトル 著者名 出版者 出版年 巻 

1 アンドレア  ある少女の選んだ道 ｱﾆｰ・ｳﾞｨｰﾝﾌﾞﾙﾌ いのちのことば社 1975 ２ 

2 イエスのたとえ話 ｸﾞﾙｰﾌﾟｽﾀﾃﾞｲ 12 章 芦名弘道 日本ｷﾘｽﾄ教団出版局 2012 1 

3 
エレミヤ書を読もう 

悲嘆からいのちへ 
左近 豊 日本ｷﾘｽﾄ教団出版局 2018 2 

4 ギリシャ語の響き 渡辺俊彦 イーグレープ 2015 3 



3 

 

5 キリスト者から見る＜天皇の代替わり＞ 教会と政治ﾌｫｰﾗﾑ編 いのちのことば社 2019 3 

6 原発と宗教：未来世代への責任 富坂ｷﾘｽﾄ教ｾﾝﾀｰ編 いのちのことば社 2016 4 

7 原発問題の深層 一宗教者の見た闇の力 内藤新吾 かんよう出版 2017 2 

8 心の部屋を空けて 改訂新版 堀 肇 
いのちのことば社 

ﾌｫﾚｽﾄﾌﾞｯｸｽ 
2018 2 

9 サビールの祈り：パレスチナ解放の神学 ﾅｲﾑ・ｱﾃｲｰｸ 教文館 2019 3 

10 
主イエスは近い 

クリスマスを迎える黙想と祈り 
小泉 健 日本ｷﾘｽﾄ教団出版局 2019 2 

11 主日礼拝の祈り 
越川弘英，  

吉岡光人監修  
日本ｷﾘｽﾄ教団出版局 2017 2 

12 主の前に静まる 片岡伸光  日本ｷﾘｽﾄ教団出版局 2019 1 

13 ティップ  ほんとうの光を見つけた少年 ﾍﾚﾈ・ｾﾞﾊｳﾌ いのちのことば社 1975 2 

14 眠られぬ夜のために ｶｰﾙ・ﾋﾙﾃｲ 白水社 2008 5 

15 
始まりのことば 

聖書と共に歩む日々３６６ 
片柳弘史 教文館 2018 2 

16 日めくり 人生を変える言葉の処方箋 樋野興夫 
いのちのことば社 

ﾌｫﾚｽﾄﾌﾞｯｸｽ 
2019 1 

17 御翼の陰に隠されて 新装版 ｴﾐｰ・ｶｰﾏｲｹﾙ いのちのことば社 2016 2 

18 ヤベツの祈り ２ 平野耕一 プリズム社 2002 2 

19 讃美歌２１ 交読詩編付き 教団讃美歌委員会編 日本ｷﾘｽﾄ教団出版局 1997 6 

 

お知らせ  

＊コロナウィルス感染拡大を防ぐため、また急な天候悪化等により、スタッフの時差出勤や臨

時休館など臨機応変に対応させていただいております。ご来館くださる場合は事前にお知らせ

ください。電話が留守電対応の場合はメッセージをお願いいたします。 

 

＊業務繁忙のためボランティア皆様への対応が遅れております。ご了承ください。 

 

 

＊活動維持のため、ご支援をよろしくお願いいたします！ 

  当センターは皆様からのご献金のみで運営を行っております。 

厳しい社会事情ではありますが、このような時こそ、主の恵み豊かな 

キリスト教図書で平安や希望をお届けできますよう励んでまいります。 
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会計報告 （２０２０年 1 月～６月） 

  費 目 年間予算 １－６月合計 ％ 
 

  費 目 年間予算 １－６月合計 ％ 

 
献金：諸教派 1,600,000 527,903 33 

 
  事業費 2,081,000 817,292 39 

収 献金：改革派 5,000,000 1,930,099 39 
 

支 対外協力費 145,000 73,000 50 

  献金：静岡教会 760,000 402,170 53 
 

  一般管理費 5,710,000 2,453,206 43 

入 雑収入 0 21,459   
 

出 繰越 0 -464,267   

  基金繰出 700,000 0   
 

  予備費(含基金) 124,000     

  繰り越し 0 0   
 

  支出合計 8,060,000 2,881,631 36 

  収入合計 8,060,000 2,881,631 36 
      

 

献金感謝報告   （20２０年 3 月～６月 敬称・回数略）  

 個人・・・5２名、6教会の維持会員様 

 教会・・・諸教派 3教会、改革派 ２２教会、１団体 

 

皆様の尊いご献金を心より感謝申し上げます。 

 

                  静岡盲婦人ホームは、汐沢はま理事が治療所を営んでおられましたが、 

               この度、免許を返上されることになり、働きを閉じることになりました。 

   長年にわたる理事のお働きと、多くの皆様に愛され用いられましたことを心より感謝申し上げます。 

 
    ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊  ＊＊＊ 

製作：静岡キリスト教盲人伝道センター 〒422-8041 静岡市駿河区中田 1-5-21 

℡ 054-285-0496  fax 054-285-0746  郵便振替 ００８７０－２－７００３ 

URL http://www.dct7.net   メールアドレス shizumouden＠dct7.net 

http://www.dct7.net/

